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ontents of the PresentationC
1. リポジトリ整備の三つの現在的意義

2. HUSCAP を用いた地域との
共同研究成果公開の試み

3. リポジトリ活用の工夫とメリット

4. リポジトリがより活用されるための
今後の課題～まとめにかえて
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ポジトリ整備の三つの現在的意義リ
(1)情報バリア（ふたつの壁）の解消
①地理的な壁（地域間情報格差）
②学会という壁

(2)成果公開速度の向上
①研究プライオリティーの確保
②地域社会にとっての意義

(3)一般市民への利益の還元
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情報バリア（ふたつの壁）の解消(1)
①地理的な壁（地域間情報格差）
※ 中央集権から多極分散、地方の時代へ。

・ 東京への情報一極集中の弊害
・ 情報社会…だれでも・どこからでも情報

アクセス可能
• 中央集権から多極分散への移行
・ 「自らの情報を誇りを持って発信する地方」へ

→多様な価値観が共存する社会へ
＝地方大学の責務
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情報バリア（ふたつの壁）の解消(1)
②学会という壁
※社会で起こっている諸問題はもはや

既存の学問体系では対応不可能

• 専門家による情報独占の弊害
・ 研究成果を常に社会に還元する努力が必要
→本当に求めている人のところへ情報を！
＝リポジトリの利用により成果の社会還元・応用

の可能性を大きく広げることができる
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成果公開速度の向上(2)
①研究プライオリティーの確保
※若手研究者・PDをめぐる雇用環境の悪

化→自己営業ツール確保の必要性

• 発見や着想、その仕事が誰によるものである
のかを、まずは広く公開することが重要

• 公開することで、アイデアを守る、という逆転
の発想

＝既存組織に頼らない独自の研究公開手段を
持つことの重要性
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成果公開速度の向上(2)
②地域社会にとっての意義
※地域を「研究題材の狩場」としてしか考

えてこなかった大学に対する批判

• 地域を対象とした研究…地域側の協力が必
要不可欠

• 調査の途中経過・結果、研究成果をいち早く
地域に公開・還元→適宜修正意見を求める

＝情報公開と相互フィードバックの重要性
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一般市民への利益の還元(3)
※ 納税者に対する説明責任と利益の還元

の必要性

• 研究成果の公開・還元
＝納税者に対する知的利益の配当
＝大学（特に国公立）の責務

• 公開・アクセスの平等性の面から言っても、リ
ポジトリは極めて適切な方策

＝ 公的整備の充実が必要
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USCAP を用いた地域との
共同研究成果公開の試みH

(1)三つのプラットフォームの役割分担
(2)相互リンクの構築
(3)最終成果物としての叢書刊行
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三つのプラットフォームの役割分担(1)
① 北海道大学機関リポジトリ「HUSCAP」

→「最終成果物」を公開

② 鷲宮町商工会との共同研究成果公開
ホームページ「Washipedia」
→「プロセス（途中経過）」を公開

③ 独自のWebジャーナル「WoTaCS」
→既存の枠組みに当てはまらない

「論考を発表・公開し議論」する場
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11HUSCAP： http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/index.jsp



12Washipedia： http://www.cats.hokudai.ac.jp/~deko/washipedia.html



13WoTaCS： http://www.wotacs.com/
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 論考が報告論文集の各章に発展
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相互リンクの構築(2)
・「HUSCAP」＝「Washipedia」＝「WoTaCS」
→役割分担と相互連動
→研究開始から最終成果物の発表まで、でき

る限りの情報の公開を図る
・その結果、チームメンバーや地域の関係者から、
常時フィードバックが得られるように

・外部からの問い合わせ
→当該するプロセスのURLを提示
→適切な説明が可能に
（地域の側からその有用性を認めて頂く）
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HUSCAPにおける2009年度高頻度利用アイテムのランキング（2009年11月6日現在）



HUSCAPにおける2009年度高頻度利用アイテムのランキング（2009年11月6日現在）



最終成果物としての叢書刊行(3)
・共同研究の最終報告書

→HUSCAPにアップ
→叢書として紙媒体で印刷刊行
→図書館の開架閲覧用に登録
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CATS叢書第1号表紙



ポジトリ活用の工夫とメリットリ
(1)著作の検索率・引用率の向上
(2)情報の信頼度とデータ保存の

安全性の向上
(3)研究プライオリティーの確保
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三つのプラットフォームの役割分担(1)
・HUSCAP
→CiNii、Google等の検索エンジンに連動
→著作の検索率・認知率の飛躍的な向上
→著作の引用率の向上

・論文の評価…
①インパクトファクター
②引用数＝リポジトリの効用

・情報化の進展により危惧されること・・・
信頼できる論文検索サイトで検索して引っかか
らなければ、その論文は無いと認識される？ 21



情報の信頼度と
データ保存の安全性の向上(2)

・情報化が進み、玉石混交の情報が錯綜
→公的機関が当該情報をアーカイヴ化し、
永久保存することにより、当該情報の信頼度
とデータ保存の安全性が向上

・リポジトリURLをリンク
→自らサーバーを構築せずとも、サイト上に
予算をかけず自分の文献リストを構築可能

→特に若手研究者にとって利用価値大
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研究プライオリティーの確保(3)
・研究成果や調査で発見した事項の先取権を
確保するためのアピールの場としてリポジトリを
活用

・Web上の情報を引用する際のルールの明示が
必要
→例： クリエイティブ・コモンズ
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ポジトリがより活用されるための
今後の課題～まとめにかえてリ

(1)研究評価のもうひとつの指標として
の活用

(2)リポジトリの新たな仕組み構築に
向けて

24



研究評価のもうひとつの指標
としての活用(1)

※ツールとしてのリポジトリ
・地域や住民（納税者）のために役立つ、
本当に困っている人々に使ってもらえる、
そんな研究を進めるためのツールとして

・研究界と一般社会とのギャップを埋めるための、
あるいは研究界の閉塞した環境に風穴をあけ
るための、革命的なツールとして
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リポジトリの
新たな仕組み構築に向けて(2)

■今後の課題
・「情報アクセスの利便性の向上」＝公益性
・「ロイヤルティの保護」＝市販本等の取り扱い

↓
①無償公開すべき公益性の高い論文や報告書
②ロイヤルティ（印税収入）を期待すべき著作
の二種に分けて考えることが重要

・特定の研究者の著作物全てが閲覧できる
ポータルサイトの可能性
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